
　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
が
、
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
見
え
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
一
刻
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
協
会
で
は
、
今
年

度
、
①
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
普
及
啓
発

事
業
、
②
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
研
修
事

業
、
③
身
体
障
害
者
に
対
す
る
支
援
事
業
と
い
う

３
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業

で
は
、
兵
庫
県
障
害
者
福
祉
大
会
を
��
月
に
た

つ
の
市
で
実
施
し
、
障
害
者
福
祉
に
貢
献
し
た

個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
や

高
齢
者
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方
な
ど
も
含

め
て
、
街
な
か
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声

を
か
け
て
助
け
合
う「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」

を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、
み
ん
な
の
声

か
け
運
動
応
援
協
定
締
結
団
体
や
幼
稚
園
・
小
・

中
・
高
校
へ
の
出
前
講
座
を
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
当

協
会
が
公
益
財
団
法
人
し
て
発
足
し
て
か
ら
、

��
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
記
念
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
研
修
事
業

　

で
は
、
市
町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
を
対
象
と

し
て
、
相
談
に
応
じ
る
た
め
の
知
識
・
技
術
や

障
害
者
福
祉
制
度
等
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を

め
ざ
し
て
実
施
し
て
い
る
研
修
会
の
内
容
を

　

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
身
体
障
害
者
に
対
す
る
支
援
事
業
で
は
、
身
体

障
害
者
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進
を
図
る

　

た
め
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
（
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）
や
外
出

支
援
事
業
（
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
へ
の
加
入

や
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
交
付
に
か
か

る
支
援
）
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
引
き
続
き
、
災
害
時
の
要
援
護

者
支
援
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
障
害
者
の
自
助
力
（
防
災
意
識
）
を
向
上

さ
せ
、
早
期
避
難
の
徹
底
等
を
促
す
事
業
に
も

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
等
の

Ｉ
Ｔ
機
器
等
を
使
え
な
い
障
害
者
に
対
し
て
、

基
本
的
な
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習
得
を
支
援
す
る
た
め

の
障
害
者
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
今
年
度
も
、
身
体

障
害
者
の
福
祉
の
充
実
・
向
上
に
向
け
て
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

公
益
財
団
法
人

    

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長
　

和
　
田
　
　
修

新
年
度
を
迎
え
て

　

令
和
４
年
２
月
��
日
（
木
）、
兵
庫
県
立
ひ
ょ
う
ご

女
性
交
流
館
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
の
社
会
参
加
推
進

協
議
会
が
、
各
構
成
団
体
代
表
者
委
員
��
名
の
参
加
の

も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
障
害
者
の
当
事
者
団
体
、
支
援
団
体
、

兵
庫
県
障
害
福
祉
関
係
課
が
一
堂
に
会
し
、
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
家
庭
や
地
域
で
明
る
く

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
障
害
者

自
ら
が
様
々
な
社
会
参
加
促
進
施
策
を
実
施
し
、
地
域
に

お
け
る
自
立
生
活
と
社
会
参
加
を
推
進
す
る
た
め
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

和
田　

修
兵
庫
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
水
嶋
障
害
福
祉
課
長
、
小
田
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
推
進
課
長
か
ら
令
和
３
年
度
兵
庫
県
障
害
福
祉

施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
各
構
成
団
体
間
の
事
業
等
の
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
延
期
や
中
止
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
団
体
が
細
や
か

な
支
援
体
制
を
取
り
な
が
ら
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
各
団
体
で
直
面
す
る

様
々
な
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
各
構
成
団
体
の
連
携
、
協

力
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
県

に
障
害
者
福
祉
へ
の
一
層
の
支

援
・
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

1 2022年（令和４年）４月
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令
和
３
年
度
兵
庫
県
の
障
害
者
福
祉
施
策
に

つ
い
て

（
多
く
の
事
業
の
中
か
ら
特
に
兵
庫
県
内
の

身
体
障
害
を
持
つ
方
に
関
わ
り
の
あ
る
新
規

施
策
、
拡
充
施
策
に
つ
い
て
抜
粋
し
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。）

 

Ⅰ
生
活
基
盤
作
り

【
新
規
】
強
度
行
動
障
害
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ

　

イ
ザ
ー
養
成
事
業
（
２
、８
８
５
千
円)

　
　

強
度
行
動
障
害
者
の
受
け
入
れ
施
設
の

　

支
援
力
向
上
及
び
そ
の
受
け
入
れ
を
促
進

　

す
る
た
め
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
形
式
で

　

の
研
修
の
実
施
に
よ
り
ス
ー
パ
ー
バ
イ

　

ザ
ー
を
養
成
し
、
自
立
的
に
地
域
の
支
援

　

力
を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

〇
３
年
間
を
か
け
て
強
度
行
動
障
害
に
関

　

す
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
養
成

 

・
１
、２
年
目
：
基
礎
知
識
の
習
得
、
反
復

　

実
践
に
よ
る
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
定
着

 

・
３
年
目
：
他
施
設
指
導
に
よ
る
受
け
皿

　

拡
大
を
図
る
た
め
、
コ
ン
サ
ル
施
設
の

　

支
援
現
場
へ
同
行
し
指
導
ス
キ
ル
を
習
得

【
新
規
】
聴
覚
障
害
児
支
援
力
向
上
研
修
の

　

実
施
（
２
、４
９
６
千
円
）

　
　

療
育
機
関
や
学
校
現
場
等
に
お
け
る

　

聴
覚
障
害
児
支
援
の
質
向
上
を
図
る
と

　

と
も
に
、
障
害
児
・
家
族
に
対
す
る
切
れ

　

目
な
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

【
拡
充
】
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支
援

　

体
制
の
構
築
事
業
（
２
１
、６
１
９
千
円
）

　
　

医
療
的
ケ
ア
児
が
地
域
に
お
い
て
必
要

　

な
支
援
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

　

保
険
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
そ
の
他
関
係

　

機
関
と
連
携
し
、
体
制
を
構
築
す
る
と

　

と
も
に
、
国
が
定
め
る
研
修
カ
リ
キ
ュ

　

ラ
ム
に
基
づ
き
医
療
的
ケ
ア
児
等
に
対

　

す
る
支
援
が
適
切
に
行
え
る
人
材
を
養
成

　

す
る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児
数
や
ニ
ー

　

ズ
、
資
源
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ

　

て
偏
り
が
あ
り
市
町
単
独
で
の
十
分
な

　

支
援
が
困
難
な
場
合
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

　

か
ら
、
圏
域
内
の
資
源
等
の
現
状
を
踏
ま

　

え
た
上
で
、
市
町
や
圏
域
を
超
え
る
支
援

　

実
施
に
向
け
た
各
市
町
間
の
連
絡
調
整
等

　

を
担
う
圏
域
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
。

【
新
規
】
て
ん
か
ん
地
域
診
療
連
帯
体
制

　

整
備
事
業
（
３
、０
２
３
千
円
）

　
　

て
ん
か
ん
診
療
に
お
け
る
地
域
連
帯
を

　

強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
て
ん
か
ん
支
援

　

拠
点
病
院
を
指
定
し
、
相
談
窓
口
の
設
置

　

等
を
行
い
、
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る

　

体
制
を
整
備
す
る
。

 

Ⅱ
教
育
・
社
会
参
加

【
新
規
】
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業

　
（
６
、３
６
７
千
円
）

　
　

特
別
支
援
学
校
児
童
生
徒
の
自
立
と

　

社
会
参
加
に
向
け
、
地
域
社
会
の
一
員
と

　

し
て
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
交
流
や

　

体
験
活
動
を
実
施
す
る
。

【
新
規
】
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
拡
大
推
進
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
（
３
２
、７
１
７
千
円
）

　
　

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し

　

て
、
一
般
県
民
に
お
い
て
も
パ
ラ
ス
ポ
ー

　

ツ
が
競
技
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

　

な
っ
た
こ
と
か
ら
す
べ
て
の
人
が
参
画

　

し
、
と
も
に
競
技
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の

　

振
興
を
図
る
。

【
新
規
】
兵
庫
県
車
い
す
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
（
仮
称
）
開
催
事
業
（
１
、０
０
９
千
円
）

　
　

障
害
者
が
車
い
す
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
及
び

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
リ
レ
ー
を
通
じ
て
、
体
力

　

の
維
持
増
進
と
社
会
参
加
意
欲
の
高
揚
を

　

図
る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
の
参
加
の

　

も
と
に
障
害
者
に
対
す
る
理
解
促
進
を

　

図
る
。

【
新
規
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

　

事
業
（
１
２
、８
９
８
千
円
）

　
　

高
齢
者
や
障
害
者
等
、
移
動
や
宿
泊

　

な
ど
に
困
難
を
伴
う
方
が
旅
行
し
や
す
い

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
一
層
推
進

　

す
る
た
め
、
人
材
育
成
等
に
よ
る
受
入

　

体
制
に
よ
る
強
化
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等

　

に
よ
る
情
報
発
信
を
展
開
す
る
。

 

Ⅲ
し
ご
と
支
援

【
新
規
】工
賃
向
上
研
修
事
業（
９
９
１
千
円
）

　
　

就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
工
賃
向
上
を

　

図
る
た
め
、
事
業
所
管
理
者
向
け
の
研
修

　

を
実
施
し
、
工
賃
向
上
の
取
り
組
み
を

　

強
化
す
る
。

 

Ⅳ
く
ら
し
支
援

【
新
規
】
ホ
テ
ル
・
旅
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

促
進
事
業
（
１
８
、０
０
０
千
円
）

　
　

高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
と
す
る

　

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
旅
行
で
き
る

　

よ
う
、
既
存
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
バ
リ
ア

　

フ
リ
ー
改
修
を
支
援
す
る
。

〇
負
担
割
合
：
県
１
／
４
、
市
町
１
／
４
、

　

事
業
者
１
／
２

【
新
規
】
障
害
者
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル

　

デ
バ
イ
ド
解
消
事
業
（
５
、８
８
０
千
円
）

　
　

�
�
ス
キ
ル
の
習
得
支
援
に
よ
り
、

　

障
害
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
を
図

　

り
障
害
者
の
日
常
生
活
の
環
境
を
整
え
、

　

社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

〇
障
害
者
に
対
す
る
�
�
相
談
窓
口
の
設
置

〇
�
�
ス
キ
ル
入
門
講
座
の
開
催

　
（
対
象
人
数
１
８
０
人
）

令和３年度
　　主要施策予算の概要

22022年（令和４年）４月
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〔
問
合
せ
先
〕

　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

（
担
当
：
宮
本
）

電
話  

０
７
８-

２
４
２-

４
６
２
０

　

平
成
��
年
度
か
ら
３
カ
年
か
け
て
、
み
ん

な
の
声
か
け
運
動
強
化
事
業
と
し
て
代
表

的
な
身
体
障
害
（
視
覚
・
肢
体
・
聴
覚
）

に
つ
い
て
、
障
害
種
別
に
応
じ
た
障
害
者

へ
の
適
切
な
声
か
け
や
支
援
方
法
の
啓
発

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
て
自
治
体
、
企

業
、
各
種
団
体
等
に
障
害
者
へ
の
適
切
な

声
か
け
方
法
等
を
学
ぶ
出
前
講
座
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
障
害
者
へ
の
声
か
け
は
、
子
ど
も

の
頃
に
学
習
し
た
方
が
よ
り
効
果
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
令
和
２
年
度

か
ら
は
学
校
向
け
へ
の
出
前
講
座
も
行
い

ま
し
た
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
配
慮
や
困
っ
た

時
に
声
を
か
け
て
下
さ
る
こ
と
は
、
障
害

当
事
者
の
方
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て

生
活
し
て
い
く
た
め
に
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
出
前
講
座
を
通
じ
て
障
害

の
あ
る
人
の
暮
ら
し
や
困
り
ご
と
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
身
近
な
地
域

で
困
っ
て
い
る
人
に
気
づ
い
た
ら
お
声

か
け
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
出
前
講
座
は
今
年
度
も
引

き
続
き
行
う
予
定
で
す
の
で
、
実
施
等
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
兵
身
協
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
身
連
収
益
事
業
所
は
、
兵
庫
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
と
連
携
し
、
県
内
各
市
町

の
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
収
益
事
業
（
カ
タ
ロ
グ
回
覧

に
よ
る
物
品
販
売
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
で
得
ら
れ
た
売
上
収
益
の

一
部
は
、
障
害
者
福
祉
事
業
の
活
動
資
金
と

し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
、
県
と
市
町
身

障
者
団
体
へ
分
配
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き「
日
身
連
収
益
事
業
」

へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
収
益
事
業
所

（
通
称
：
日
身
連
収
益
事
業
所
）
大
阪
支
所

電
話
（
０
１
２
０
）
２
６
３-

３
２
３

　

当
協
会
の
副
理
事
長 

室
弘
幸
様（
西
宮
市

身
体
障
害
者
連
合
会 

会
長
）が
、令
和
４
年

４
月
５
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
生
前
の
功
績
を
偲
び
、心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【 

訃
　
報 

】
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全
国
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
戸
山

サ
ン
ラ
イ
ズ
）
が
、毎
年
実
施
す
る
「
書
道
・

写
真
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
今
年
度
も
全

国
か
ら
、
書
道
に
８
４
３
点
、
写
真
に

１
９
１
点
、
計
１
０
３
４
点
の
応
募
が
あ
り

盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
評
と
し
て
、
審
査
員
か
ら
は
、「
強
い

意
志
を
感
じ
さ
せ
る
力
感
溢
れ
る
作
品
が

集
ま
っ
た
。
ま
た
、
作
品
す
べ
て
に
光
が

 

Ⅴ
安
全
安
心

〇
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
の
推
進
・
充
実

　

強
化
事
業
（
６
、３
４
６
千
円
）

　
　

障
害
種
別
に
応
じ
た
支
援
方
法
等
に

　

関
す
る
実
践
研
修
等
を
実
施
し
、
障
害
者

　

へ
の
適
切
な
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
障
害
者
の
安
心
安
全
な
社
会
参
加

　

を
促
進
す
る
。

 

・
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
応
援
協
定
締
結

　

団
体
へ
の
出
前
講
座

 

・
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
の

　

出
前
講
座

 

・
地
域
会
議
等
の
開
催
・
啓
発

〇
避
難
行
動
要
支
援
者
の
た
め
の
個
別
支
援

　

計
画
の
作
成
等
強
化（
１
３
、９
５
８
千
円
）

　
　

障
害
当
事
者
団
体
内
に
防
災
ピ
ア

　

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

等
を
開
催
す
る
な
ど
自
助
力
の
強
化
を

　

図
る
。

〇
緊
急
時
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理

　

事
業
（
１
、３
２
０
千
円
）

　
　

災
害
時
等
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た

　

聴
覚
障
害
者
や
支
援
者
の
携
帯
電
話
等
に

　

緊
急
情
報
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
緊
急
災
害

　

情
報
や
避
難
場
所
、
手
話
通
訳
者
の
所
在

　

位
置
等
の
情
報
取
得
方
法
等
に
つ
い
て
、

　

確
実
な
伝
達
を
行
う
。

あ
り
、
審
査
に
は
苦
渋
の
選
別
を
強
い
ら
れ

た
。」
と
の
評
価
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
兵
庫
県
か
ら
出
展
さ
れ
た

��
点
の
う
ち
、
次
の
３
点
の
書
道
作
品
が

金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
の
み
な

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
多
く
の
方
々

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

吉岡好子さん「夢」橋本直染さん「空」

大西久恵さん「花」

〇
（
公
財
）
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
現
在
、
自
販
機
設
置
業
者
と
協
定
を

結
び
、
自
販
機
の
設
置
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
土
地
提
供（
貸
与
）者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
自
販
機
の
設
置
に
よ
り
得
た
収
益
は
、
場

所
を
提
供
（
貸
与
）
し
て
下
さ
っ
た
方
と

折
半
し
、
当
協
会
が
得
た
収
益
は
協
会
の

運
営
資
金
と
し
て   

〝身
体
障
害
者
の
た
め

の
福
祉
事
業
〟
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

〇
自
販
機
設
置
に
必
要
な
敷
地
面
積
は
横
幅

１
ｍ
��
㎝
、
奥
行
��
㎝
程
度
で
す
の
で
、

土
地
を
お
持
ち
の
方
は
兵
身
協
事
務
局
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
業
者
が
、
人
通
り

や
住
宅
の
多
さ
、
付
近
の
自
販
機
設
置
状

況
な
ど
を
現
地
確
認
の
う
え
設
置
の
可
否

を
判
断
し
ま
す
。（
設
置
工
事
は
業
者
が

対
応
し
ま
す
）

〇
電
気
代
な
ど
の
経
費
や
、
設
置
作
業
等
は

全
て
業
者
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

〇
自
販
機
設
置
で
収
益
が
得
ら
れ
る
と
と
も

に
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上
と
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》　　
　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

電
話
：
０
７
８
ー
２
４
２
ー
４
６
２
０
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芸
術
・
文
化
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
多
く

の
障
害
の
あ
る
人
の
自
己
実
現
と
社
会
参
加

を
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
交
流
を
通
し
て
共
感
と
感
動
の
輪
を

大
き
く
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
４
年

２
月
��
日
（
金
曜
日
）
か
ら
��
日
（
日
曜
日
）

ま
で
、
兵
庫
県
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟

３
階
に
て
、
第
��
回
兵
庫
県
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
「
美
術
工
芸
作
品
公
募
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
に
在
住
す
る
障
害
の

あ
る
方
が
応
募
さ
れ
た
絵
画
、
書
道
、
写
真

及
び
工
芸
作
品
等
を
展
示
し
、
知
事
賞
ほ
か

各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
工
芸

そ
の
他
を
合
わ
せ
て
３
０
２
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事
長
賞

に
は
、
大
槻
小
百
合
さ
ん
の
絵
画
「
こ
は
る

び
よ
り
に
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
、
高
齢
の
女
性
が
描
か
れ
て
お
り
、
小
春

日
和
を
思
わ
す
、
と
て
も
明
る
い
色
彩
の
中

で
ほ
ほ
笑
む
、優
し
さ
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。

　

来
年
度
も
同
じ
会
場
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
も
っ
と
多
く
の
方
に
出
品
し
て
い
た

だ
き
、
会
場
に
負
け
な
い
伸
び
や
か
で
大
き

な
作
品
を
期
待
し
、
来
年
も
皆
さ
ん
か
ら
の

出
品
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
品
者
は
も
と
よ
り
、
公
募
展
の
開
催
に

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

理事長賞受賞作品「こはるびよりに」
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